
授業科目（ナンバリング）	地域の理解と連携（AD115） 担当教員	
原	哲弘、久田	貴幸、小田和人、	

佐藤	博、隈	博幸、田中宏光	

展開方法	 講義	 単位数	 2単位	 開講年次・時期	 1年・後期	 必修・選択	 選択必修	

授	業	の	ね	ら	い		

アクティブ	

ラーニング	

の	類	型	

テーマ：「いのち」と「市民の一員としての地域との関わり」	

1．地域の「いのち、健康、暮らし」の分野におけるトピックや社会事象について概要と事例を説明できる。	

2．一市民として地域に関わる方法を理解し、自発的・積極的に参画する態度を発揮できる。	

3．与えられたテーマについてグループの一員として、発言、傾聴、検討する役割を担うことができる。	

4．専門や考え方の多様性について理解し、相互に認め合うことができる。	

②④⑥	

ホスピタリティ

を構成する能力	
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標	 評価手段・方法	 評価比率	

専門力 地域の「いのち、健康、暮らし」に関心を抱き、調査・研究

に意欲的に取り組むことができる。	
課題レポート	 40％	

情報収集、 
分析力 

新聞や図書館、更にはインタビュー等の情報収取能力を磨き

テーマに関する分析方法を知り、レポートの書き方を覚える

ことができる。	

課題レポート	 20％	

コミュニケーシ

ョン力 
テーマに沿った討論を通じて自らの役割を自覚し、プレゼン

テーションの技法を身に着けることができる。	

課題レポート	

ディスカッション	

10％	

10％	

協働・課題解決力 
一市民として地域に関わる課題を理解し、解決に向けて自発

的・積極的に参画する態度を発揮できる。	
課題レポート	 20％	

多様性理解力 	 	 	

出	 	 席	 受験要件	

合	 	 計	 100％	

評価基準及び評価手段・方法の補足説明		 	

評価は、ユニットごとのに提出される課題レポート（４回）と学生態度・参加・発表内容加算の合計点数によって評

価する。課題レポートについては、ポートフォリオに提出する。そして理論的かつ独自の内容をもつように書くことが

できたかを評価する。15回目の授業で課題レポートの総合評価を行う。また、誤字・脱字は、減点の対象とする。授業

態度・授業への参加については、発表の内容と討論への参加度合を評価する。なお、フィードバックは、ポートフォリ

オおよび授業の中で適宜行う。	

授	 業	 の	 概	 要	

この授業の標準的な 1 コマあたりの授業外学修時間は 180 分である。「地域の理解と連携」に関し、「いのち」と「市

民の一員としての地域との関わり」をテーマとして、4 つのユニットによるオムニバス形式の授業。まず、はじめに地

域で生きることを「いのち」の観点から重要性を説き、市民として知っておくべき社会の仕組みと関わり方を理解した

後、市民による地域振興・まちづくりなど地域における具体的な事例をもとに、地域理解、地域連携を考察していく。

ユニット毎に講義を行った後地域の理解と連携に関するテーマについて課題レポートを課す。	

教	 科	 書	 ・	 参	 考	 書	

適宜、資料を配布する。指定図書：「佐世保市史」佐世保市編集	

授業外における学修及び学生に期待すること	

・日頃から新聞・ニュース等を見聞きし、実際の地域の経済・文化・医療・福祉など「いのち、健康、暮らし」に	

まつわる情報や課題について関心を高めておく。	

	 ・グループワークを行うので積極的に意見を述べ、考えをまとめる。他人の意見を傾聴する。協力し合い、共に	

授業をつくあげることを心がける。	

	 ・専門の異なる他学科の学生と交流することで、多様性を理解し、幅の広い視野を持つようにする。	

	 ・各学科分野に関する地域の現状や課題を理解し、卒業後に職業人として他分野の専門家と連携しながら働き、社会	

と関わることをイメージできるようにすること。	



回	 テ	 ー	 マ	 授	 業	 の	 内	 容	 	 	 	 予習・復習	

1	
《全学科のオリエンテーショ

ン》 

国際観光学科、社会福祉学科、健康栄養学科、薬学科の四

つの学科によるオリエンテーションと授業評価の説明 

長崎国際大学における全学

科を調べておく。 

2	
《国際観光学科》 

地域理解と地域活性化 

地域の産業や文化などの新しい発見に出会うことにより郷土

愛を育み、市民の交流を促進して、地域活性化に貢献でき

ると確信している。地域の産業と文化、地域活性化ついて理

解する。 （原） 

自分の地域の産業や文化に

ついて調べておく。 

3	
《国際観光学科》 

観光とまちづくり 

「観光まちづくり」をご存知ですか？観光を通じて地域活性

化を実践し、地域情報の収集と提供の新たな仕組みについ

て学ぶ。 （原） 

長崎県が行っている観光に

よる地域づくりを調べてお

く。 

4	

《国際観光学科》 

地域振興・まちづくりに活か

す市民活動 

地域振興・まちづくりに必要な市民活動について、活動の事

例を自治体職員の講義を交え、地域におけると人々まちづく

りとの関係について考えていく。 （原） 

地域の市民運動やイベント

について調べておく。 

5	
《薬学科》  

地域との連携１ 

先進国において５組に１組のカップルが不妊症と報告されて

いる。その治療に関して、クローン細胞、iPS 細胞など、再生

医療技術の進歩が新聞紙上をにぎわしている。不妊症治療

を目指した本学発ベンチャー企業の取り組みを紹介す

る。（田中宏） 

不妊症、再生医療について

予習しておく。 

6	
《薬学科》  

地域との連携２	

地元病院・住民をターゲットとした血栓性素因（エコノミークラ

ス症候群のなりやすさ）に対する臨床検査サービスを、本学

薬学部内で展開できるようなシステムを構築したので紹介す

る。（隈） 

エコノミークラス症候群の病

態について予習しておく。環

境要因と遺伝要因の違いに 

ついて復習し正しく理解す

る。 

7	
≪薬学科》 

地域との連携３ 

地元企業との光触媒を用いた照明装置の開発、 浴槽、リビ

ング等の黴抑制の研究、 地域活性化のためのローズウォー

ターの製造と分析等の共同研究について紹介する。（佐藤） 

光触媒、浴槽の黴、アロマに

ついて予習しておく。講義後

は、地元企業・地域とのかか

わりあいについて理解を深

める。 

8	
《社会福祉学科》 

社会福祉との関わり 

社会福祉士・介護福祉士の専門資格者の事を通して、社会

福祉・地域との関わりについて理解をして考える。（柳詰） 

社会福祉士・介護福祉士・

精神保健福祉士の違いを 

調べておく。 

9	
《社会福祉学科》 

みなさんと地域との関わり 

地域連携と福祉実践・ボランティア活動について、先輩たち

の実践報告を聞き、自分達が出来る事を考える。（柳詰） 

スケジュールを確認し、ボラ

ンティアなど地域活動の実

践の日を調べておく。 

10	

《社会福祉学科》 

社会福祉の実践家の話から

福祉と地域を考える 

社会福祉の仕事、実践は、私たちの暮らしと密接にかかわっ

ている。社会福祉の実践家から最新の情報を踏まえながら地

域と福祉について学び、考える。（外部講師）（柳詰） 

3 回の授業を聞いて学んだ

事をレポート内容を検討して

おく。 

11	
≪健康栄養学科≫ 

「健康づくり」 

健康を維持し、病気を予防する上での基本は栄養・運動・休

養の調和を図ることにある。健康の維持・増進のために地域

住民が行う健康づくりのための取り組みについて、健康づくり

対策の変遷に沿って学んでいく。 （小田） 

『健康』とは何か。健康の維

持・増進のために自身が行

っている行動および改善点

についてまとめる。 

12	
≪健康栄養学科≫ 

「栄養・運動・休養」 

 健康づくりの 3 要素といわれる栄養・運動・休養の基本的な

事柄を中心に、日ごろ気を付けたいいくつかの項目について

取り上げる。また、様々な取り組みを実践する地域の活動を

学ぶ。 （小田） 

新聞などの地域のページ、

市町村の広報誌を読み、ど

の様な住民対象の事業、イ

ベント等が行われているか

理解しておく。 

13	
≪健康栄養学科≫ 

「暮らし」 

「地産地消」地域の食の力(食環境)を考える。地域にある特

産の農産物や伝統的な郷土料理を知る。また、その土地の

文化・風習を理解し、町づくりに活用する方法を学ぶ。 （小

田） 

佐世保市や出身地の農産

物や郷土料理について調べ

ておく。食環境についてまと

める。 

14	 プレゼンテーションについて 
課題レポートに対するプレゼンテーションの方法を身に着け

る。 

プレゼンテーションの方法を

調べる。 

15	 自由討論会 4 学科毎の課題レポートに関する総評と自由討論を行う。 
提出した課題を再度、精査

する。 
	


